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平成28年 第2回

６月13日～21日

定 例 会

条
例
制
定
、
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

補
正
予
算
等
を
審
議

平
成
28
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月

13
日
か
ら
21
日
ま
で
の
9
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
、
専
決
処
分
の
承
認
、
条
例

制
定
、
条
例
の
一
部
改
正
、
一
般
会

計
補
正
予
算
、
工
事
請
負
契
約
の
締

結
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
制
定
、

条
例
の
一
部
改
正
と
補
正
予
算
は
、

常
任
委
員
会
と
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
審
議
の
上
、
最
終
日
に
原
案

ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
制
定
と
し
て
「
農
業
委
員
会

に
関
す
る
条
例
」、
条
例
改
正
と
し

て
「
功
労
者
表
彰
条
例
」、「
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
」
を
、
補

正
予
算
と
し
て
地
方
創
生
事
業
に
３

５
０
０
万
円
、
中
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
６
５
０
０
万

円
を
含
む
１
億
１
０
４
８
万
円
を
可

決
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認
で
は
、「
税
条

例
の
一
部
改
正
」、「
27
年
度
・
28
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
」
を
承
認
し

ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
で
は
、「
登

龍
中
学
校
校
舎
空
調
設
備
設
置
工
事

の
請
負
契
約
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
管
理
経
費
」

「
都
市
計
画
整
備
道
路
改
良
事
業
」

「
小
学
校
施
設
整
備
経
費
」「
中
学
校

施
設
整
備
経
費
」
な
ど
７
事
業
の
予

算
を
前
年
度
か
ら
今
年
度
に
引
き
継

ぐ
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

登
龍
中
学
校
校
舎
空
調
設
備
設
置

工
事
に
、
５
０
２
２
万
円
で
請
負
契

約
を
可
決
し
ま
し
た
。

第２回定例会初日の様子（傍聴席より）

５
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

最
終
日
に
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

５
人
の
議
員
が

▼�

熊
本
地
震
を
教
訓
と
し
た
町
の
大

規
模
地
震
対
策
は
？

▼
公
園
の
維
持
管
理
は
？

▼�

町
の
総
合
事
業
（
介
護
予
防
）
に

対
す
る
取
り
組
み
は
？

▼
庁
舎
の
耐
震
診
断
は
？

�

▼�

仮
称
「
安
八
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
」
の
利
用
・
活
用
は
？

�

▼�

児
童
・
学
童
の
熱
中
症
対
策
は
？

�

▼�

町
の
防
災
対
策
は
万
全
か

に
つ
い
て
、
執
行
部
の
考
え
を
た
だ

し
ま
し
た
。

　

（
一
般
質
問
は
６
ペ
ー
ジ
か
ら
）
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特
別
委
員
会
審
査
報
告

議
会
改
革

　

６
月
13
日 

午
前
11
時
30
分
か
ら
開
催

主
な
協
議
項
目

議
会
報
告
会
開
催
報
告

５
月
11
日　

ハ
ー
ト
ピ
ア
安
八

　
　
　
　
　

参
加
者　

37
人

５
月
12
日　

結
の
郷

　
　
　
　
　

参
加
者　

35
人

５
月
13
日　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　

参
加
者　

36
人

　

議
会
報
告
会
に
お
け
る
質
疑
等

の
確
認
、
回
答
の
公
表
方
法
、
今

後
の
開
催
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
報
告
会
に
つ
い
て
、
委

員
会
で
は
次
の
よ
う
な
意
見
が
出

ま
し
た
。　

●�

議
会
に
対
す
る
質
問
・
提
言
に

つ
い
て
は
、
で
き
る
も
の
か
ら

対
応
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

●�

一
般
質
問
で
再
質
問
の
声
が
聞

こ
え
な
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
早
速
本
定
例
会
最
終
日

に
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
で
対

応
で
き
な
い
か
。

●�

委
員
会
の
傍
聴
希
望
に
つ
い
て

は
、
場
所
と
か
タ
イ
ミ
ン
グ
と

か
の
問
題
が
あ
る
が
、
早
め
に

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
。

●�

報
告
会
の
質
疑
内
容
を
、
今
後

Q
＆
A
と
い
う
形
で
「
議
会
だ

よ
り
」
に
掲
載
し
て
は
ど
う
か
。

※
議
会
報
告
会
で
の
質
問
・
提
案

　

の
内
容
は
、
本
号
11
・
12
ペ
ー

　

ジ
に
掲
載

特
別
委
員
会
審
査
報
告

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

建
設
促
進

　

６
月
13
日 
午
前
11
時
か
ら
開
催

主
な
審
査
項
目

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
中
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

建
設
負
担
金　
　
　
　

６
５
０
０
万
円

Ｑ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
は
、
い
つ
頃
計
画
さ
れ

た
の
で
す
か
。

建
設
課
長
兼
ス
マ
ー
ト
IC
建
設

推
進
室
長　

ス
マ
ー
ト
IC
建
設

時
の
中
地
区
要
望
事
項
に
入
っ

て
お
り
、
環
境
整
備
事
業
の
一

環
と
し
て
、
公
民
館
の
建
替
え

と
、
福
祉
公
園
の
整
備
に
係
る

費
用
を
負
担
金
と
し
て
、
今
回

予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

　

ス
マ
ー
ト
IC
建
設
に
伴
う
工

事
現
場
周
辺
の
交
通
規
制
（
全

面
通
行
止
）
と
、
そ
れ
に
伴
う

迂
回
路
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

主
な
質
問
と
回
答
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氏
の
著
作
・
手
書
き
原
稿
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
研
究
の
過
程
で
収
集

さ
れ
た
、
図
書
・
雑
誌
・
複
製

絵
図
類
約
２
千
点
の
輪
中
・
治

水
関
係
の
資
料
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料
は
、

４
年
ほ
ど
か
け
て
整
理
し
、
平

成
20
年
３
月
30
日
に
「
萬
壽
男

文
庫
」
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

Ｑ　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
に
、「
ほ
ふ
く
室
」

と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

部
屋
で
す
か
。

福
祉
課
長　

乳
児
が
ほ
ふ
く

（
ハ
イ
ハ
イ
）
し
て
動
き
回
れ

る
部
屋
の
こ
と
で
す
。

Ｑ　

今
回
の
安
八
温
泉
の
寄
附

は
？

安
八
温
泉
所
長　

温
泉
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
か
ら
、
運
営
経

費
の
一
部
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

要
望　

今
回
、
温
泉
へ
の
寄
附

金
と
、図
書
購
入
の
寄
附
金（
萬

壽
男
文
庫
）
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
寄
附
さ
れ
た
方
に
対
し

て
、
目
に
見
え
る
形
で
寄
附
金

を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ハートピア安八図書館（萬壽男文庫）を視察しました

ハ
ー
ト
ピ
ア
安
八

　
　
　
　
　
　

図
書
館
を
視
察

　
ハ
ー
ト
ピ
ア
安
八
図
書
館
に

は
「
萬
壽
男
文
庫
」
が
あ
り
、

そ
の
充
実
を
目
的
に
平
成
20
年

度
よ
り
、
毎
年
寄
附
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

◎
萬
壽
男
文
庫
と
は
？

　

森
部
在
住
で
輪
中
研
究
家
と

し
て
著
名
な
、
故
安
藤
萬ま

壽す

男お

委
員
会
審
査
報
告

民
生
文
教

６
月
14
日 

午
後
1
時
30
分
か
ら
開
催

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
改
正

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
安
八
温
泉
運
営
経
費
寄
附
金　

３
万
円

●
ハ
ー
ト
ピ
ア
安
八
図
書
購
入
費 

30
万
円

主
な
審
査
項
目

A N P A C H I

委 員 会  審 査 報 告

主
な
質
問
と
回
答
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A N P A C H I

委 員 会  審 査 報 告

Ｑ　

今
ま
で
農
業
委
員
の
選
出

方
法
は
選
挙
で
し
た
が
、
今
回

の
条
例
制
定
で
公
募
あ
る
い
は

推
薦
の
形
に
な
り
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
ま
し
た

か
。

産
業
振
興
課
長　

農
業
委
員
会

法
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

農
業
委
員
の
選
出
方
法
は
、

ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
主
幹　

今
回
の
法

改
正
は
、農
地
利
用
の
最
適
化
・

集
約
化
・
耕
作
放
棄
地
の
発
生

防
止
等
を
重
点
に
お
い
た
も
の

で
す
。
従
来
の
選
出
に
は
、
団

体
推
薦
（
議
会
・
土
地
改
良
区
・

農
協
等
）
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
よ
り
必
須
で
は
な
く
、
任

意
に
よ
る
も
の
と
し
て
取
り
扱

い
ま
す
。
応
募
方
法
は
自
薦
、

他
薦（
三
人
の
推
薦
に
基
づ
く
）、

あ
と
は
団
体
推
薦
で
す
。

　

定
員
（
14
名
）
を
超
え
ま
し

た
ら
、
選
考
方
法
は
規
則
に
基

づ
い
て
、選
考
委
員
会
（
５
人
）

で
協
議
し
ま
す
。
最
終
的
に
町

長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命

し
ま
す
。

委
員
会
審
査
報
告

総
務
産
建

６
月
15
日 

午
後
１
時
30
分
か
ら
開
催

功
労
者
表
彰
条
例
の
改
正

農
業
委
員
会
に
関
す
る
条
例
制
定

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
地
区
集
会
所
設
置
補
助
金（
改
修
工
事
）

　

 
27
万
円

●
財
政
調
整
積
立
金　
　
　

９
４
１
万
円

●
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　

建
設
基
金
積
立
金　
　
　
　
　

50
万
円

●
地
方
創
生
事
業　
　
　

３
５
０
０
万
円

主
な
審
査
項
目

Ｑ　

法
改
正
に
よ
り
条
例
で
定

め
る
の
は
、
委
員
の
定
数
だ
け

で
す
か
。
選
考
方
法
等
は
規
則

で
定
め
る
の
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

定
数
は
条
例

で
定
め
、
委
員
会
の
組
織
及
び

運
営
に
必
要
な
事
項
は
規
則
で

定
め
ま
す
。

Ｑ　

補
正
予
算
に
あ
る
地
方
創

生
事
業
に
基
づ
い
た
、
調
査
・

分
析
等
が
行
わ
れ
る
が
、
町
と

し
て
目
指
す
方
向
は
？

平成２７年度に経営体育成支援事業の補助金を受けて整備された、
「むすぶ農園」のトマトハウスを視察しました

主
な
質
問
と
回
答

企
画
調
整
課
長　

今
回
の
地
方

創
生
事
業
で
は
、
当
町
は
ス

マ
ー
ト
IC
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

に
絞
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域

に
日
本
の
次
世
代
産
業
を
企
業

誘
致
し
て
、
雇
用
を
創
出
す
る

と
と
も
に
、
都
市
部
に
集
中
す

る
学
生
た
ち
を
取
り
込
む
こ
と

で
、
人
口
と
税
収
の
増
加
を
目

指
し
、
ま
ち
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
工
場
見
学
か
ら

製
造
体
験
ま
で
行
え
る
企
業
を

誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更
に

活
気
あ
ふ
れ
る
、
魅
力
あ
る
ま

ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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A N P A C H I

一 般 質 問

�　
　

�

今
般
の
熊
本
地
震

に
お
け
る
犠
牲
者

の
８
割
は
、
昭
和
56
年
以

前
の
建
築
建
物
の
倒
壊
に

よ
る
圧
死
・
窒
息
死
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

第
１
の
質
問
で
す
。
町
内

家
屋
の
耐
震
診
断
・
耐
震

工
事
を
町
民
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
方
法
で
進
め
て

い
き
ま
す
か
。
ま
た
、
45

市
町
の
う
ち
５
市
町
の
庁

舎
が
倒
壊
し
、
行
政
の
事

務
処
理
に
支
障
を
き
た
し

て
い
ま
す
。
ま
た
行
政
事

務
が
マ
ヒ
し
て
、
自
治
体

が
発
行
す
る「
罹
災
証
明
」

の
遅
れ
が
顕
著
に
な
っ
て

い
る
の
も
現
実
で
す
。
安

八
庁
舎
の
耐
震
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

次
に
第
2
の
質
問
で

す
。
不
幸
に
し
て
大
震

災
が
発
生
し
た
場
合
、

我
が
町
は
東
西
を
一
級

河
川
に
挟
ま
れ
て
お
り
、

陸
の
孤
島
に
陥
る
可
能
性

も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

及
び
第
２
避
難
所
の
整
備

が
要
求
さ
れ
ま
す
。
第
２

避
難
所
は
小
中
学
校
の
体

育
館
等
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
収
容
許
容
人
数
は
ど

の
程
度
予
定
し
て
い
ま
す

か
。
ま
た
、
停
電
時
に
お

け
る
避
難
所
で
の
電
源
は

ど
の
よ
う
に
確
保
し
ま
す

か
。最

後
に
第
３
の
質
問
で

す
。
家
屋
倒
壊
者
に
対
す

る「
仮
設
住
宅
建
設
用
地
」

は
十
分
確
保
さ
れ
て
い
ま

す
か
。
以
上
３
点
の
災
害

対
応
に
つ
い
て
、
総
務
課

長
に
伺
い
し
ま
す
。

 �������

第
１
の
質
問
、
耐

震
診
断
・
耐
震
工

事
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

町
で
は
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木

造
一
戸
建
て
住
宅
の
無
料

耐
震
診
断
と
補
強
工
事
費

の
助
成
制
度
を
平
成
14
年

度
か
ら
設
け
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
に
、
こ
の
制
度

を
活
用
さ
れ
た
件
数
は
、

耐
震
診
断
受
診
が
49
件
、

そ
の
う
ち
補
強
工
事
を
施

工
さ
れ
た
世
帯
は
６
件
と

必
ず
し
も
住
民
の
皆
さ
ん

に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
今
後
、

各
所
で
行
わ
れ
る
防
災
訓

練
な
ど
の
会
場
で
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
り
、

広
報
紙
に
折
り
込
み
を
入

れ
る
な
ど
広
く
周
知
し
て

い
き
ま
す
。
役
場
庁
舎
の

耐
震
状
況
で
す
が
、
新
庁

舎
は
新
耐
震
設
計
基
準
で

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

熊
本
地
震
を
教
訓
と
し
た

町
の
大
規
模
地
震
対
策

は
？

仮
設
住
宅
用
地
は
十
分
確

保
し
て
い
ま
す

［
総
務
課
長
］

第２避難所の総合体育館(左)と登龍中学校(右)

ま
す
が
、
旧
庁
舎
は
耐
震

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
２
の
質
問
、
第
２
避

難
所
で
の
収
容
許
容
人
数

は
、
３
小
学
校
・
２
中
学

校
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・

総
合
体
育
館
で
合
計
１
４

５
０
２
人
と
な
っ
て
お
り

十
分
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
庁
舎
の
耐
震
診
断

等
と
併
せ
、
防
災
対
策
に

対
す
る
見
直
し
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

第
３
の
質
問
、「
仮
設

住
宅
建
設
用
地
」
は
確
保

さ
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
平

成
25
年
２
月
に
出
さ

れ
た
、
東
海
・
東
南

海
・
南
海
地
震
等
被

害
想
定
調
査
結
果
の

中
で
、
町
に
お
い
て
、

家
屋
の
全
壊
が
１
０

２
０
棟
、
半
壊
が
１

５
９
３
棟
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の

数
値
か
ら
必
要
と
な
る

仮
設
住
宅
戸
数
は
５
１

１
戸
と
し
て
い
ま
す
。
応

急
仮
設
住
宅
の
建
設
可
能

用
地
と
し
て
、
２
つ
の
公

園
敷
地
と
５
つ
の
学
校
施

設
の
７
カ
所
を
挙
げ
、
仮

設
住
宅
の
配
置
計
画
図
も

作
成
し
戸
数
を
算
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
建

設
が
可
能
な
戸
数
と
し
て

６
９
８
戸
と
な
っ
て
い
ま

す
。

大
おおひら

平文
ふみ お

雄

2016.8.1あんぱち議会だより　第66号 6



　
　

第
３
期
「
あ
ん
ぱ

ち
っ
子
す
く
す
く

プ
ラ
ン
」
に
よ
り
ま
す
と
、

子
ど
も
や
家
族
が
安
心
し

て
遊
び
憩
え
る
場
と
し
て
、

町
が
管
理
し
て
い
る
総
合

公
園
が
２
カ
所
、
地
区
で

管
理
し
て
い
る
地
区
公
園

が
約
30
カ
所
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
４
月

「
安
八
町
第
五
次
総
合
計

画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
す
べ
て
の
住

民
が
気
軽
に
利
用
で
き
、

多
世
代
の
交
流
が
深
め
ら

れ
る
魅
力
的
な
公
園
を
整

備
し
ま
す
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
が
５
月
の
中
旬
、

久
し
ぶ
り
に
ア
ン
ヒ
ル

パ
ー
ク
へ
行
き
、
大
変
驚

き
ま
し
た
。
こ
れ
が
町
が

管
理
す
る
公
園
だ
と
す
れ

ば
町
民
は
何
と
感
じ
る
で

し
ょ
う
か
。

公
園
の
様
子
は
、
固
定

式
の
ベ
ン
チ
は
腐
食
し
て

お
り
、
木
製
の
背
も
た
れ

の
あ
る
ベ
ン
チ
は
半
分
壊

れ
て
い
て
使
え
る
状
態
で

な
い
の
に
そ
の
ま
ま
置
い

て
あ
り
、
他
の
ベ
ン
チ
の

背
も
た
れ
が
あ
ち
こ
ち
に

転
が
っ
て
い
ま
し
た
。
落

ち
葉
の
か
た
ま
り
が
全
体

に
あ
り
、
ひ
ど
く
汚
れ
て

い
て
草
も
伸
び
て
い
ま
し

た
。
北
部
公
園
も
同
様
で

汚
れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
達
は
遊
び
場
を
強
く
求

め
て
い
ま
す
。
現
状
は
と

て
も
町
民
の
願
い
に
応
え

質
問

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

公
園
の
維
持
管
理
は
？

定
期
的
な
見
回
り
と
適
正

な
整
備
、
維
持
管
理
に
努

め
ま
す

[

町
長]

ここが聞きたい

完成から２０年以上経過したアンヒルパーク

西
にしまつ

松幸
さち こ

子

て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
公
園
は
災
害
時

の
避
難
場
所
で
も
あ
り
、

早
急
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
町
長

の
見
解
を
伺
い
し
ま
す
。

　

�

両
公
園
と
も
完
成

か
ら
20
年
以
上
が

経
過
し
、
公
園
内
の
遊
具

等
の
老
朽
化
は
深
刻
な
問

題
で
あ
る
と
受
け
止
め
て

い
ま
す
。
月
１
回
の
ア
ン

ヒ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
に
よ
る
花
壇
の
植

栽
・
周
辺
の
清
掃
・
年
３

回
の
シ
ル
バ
ー
会
員
に
よ

る
除
草
作
業
と
、
年
１
回

の
樹
木
の
管
理
委
託
等
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
十
分

に
管
理
が
行
き
届
い
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
ご

指
摘
の
あ
り
ま
し
た
背
も

た
れ
付
き
木
製
ベ
ン
チ
は
、

直
ぐ
に
撤
去
す
る
よ
う
指

示
し
、
今
後
は
、
耐
久
性

の
あ
る
材
質
へ
の
変
更
を

含
め
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

落
ち
葉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
委
託
契
約
の
中
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
契
約
内
容
を
見
直

し
対
処
し
ま
す
。

熊
本
地
震
に
関
す
る
報

道
等
で
も
目
の
当
た
り
に

し
た
よ
う
に
、
公
園
に
は

多
く
の
住
民
が
避
難
さ
れ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
定
期
的
な
見
回

り
と
適
正
な
整
備
、
維
持

管
理
に
努
め
ま
す
。

回
答
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ここが聞きたい 一 般 質 問

A N P A C H I

一 般 質 問

�
　

�　

�

改
正
さ
れ
た
介
護

保
険
の
対
象
は
、

介
護
度
が
３
以
上
の
人
と

貧
困
者
中
心
に
な
り
、
基

本
的
に
は
介
護
度
１
・
２

の
人
は
入
居
す
る
の
が
大

変
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

要
支
援
に
つ
い
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
町
村

独
自
の
介
護
予
防
、
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
で

２
０
１
７
年
３
月
末
ま
で

に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

従
来
で
は
、
誰
で
も
要

介
護
認
定
の
申
請
が
で
き

ま
し
た
が
、
市
町
村
の
総

合
事
業
に
移
行
す
る
と
、

そ
れ
が
難
し
く
な
り
要
支

援
の
人
々
の
要
介
護
申
請

が
し
に
く
い
と
い
う
状
況

だ
と
思
い
ま
す
が
、
当
町

の
考
え
方
を
聞
か
し
て
く

だ
さ
い
。

�　
　

�

要
支
援
１
・
２
の

方
は
、
従
来
の
保

険
給
付
か
ら
、
市
町
村
が

実
施
す
る
「
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
」
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行
し

て
い
き
ま
す
。

総
合
事
業
の
一
つ
目
は
、

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
事
業
で
、
介
護
保

険
で
は
対
象
外
の
、
多
様

な
生
活
支
援
や
外
出
支
援
、

見
守
り
支
援
な
ど
の
実
施

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
認
知
症
の
方
を
地
域

ぐ
る
み
で
見
守
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

二
つ
目
の
一
般
介
護
予

防
事
業
は
、
65
歳
以
上
が

対
象
と
な
っ
て
お
り
、
誰

も
が
参
加
で
き
る
健
康
教

室
を
３
カ
所
で
開
催
し
て
、

一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

総
合
事
業
へ
の
移
行
後

の
申
請
手
続
き
は
、
い
つ

で
も
申
請
可
能
で
、
認
定

申
請
の
抑
制
と
な
ら
な
い

よ
う
、
制
度
内
容
や
利
用

手
続
き
の
周
知
徹
底
を
図

り
ま
す
。

�　

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

町
の
総
合
事
業
（
介
護
予

防
）
に
対
す
る
取
り
組
み

は
？

認
定
申
請
の
抑
制
と
な
ら

な
い
よ
う
努
め
ま
す［福

祉
課
長
］

山
やまなか

中美
み え こ

惠子

介護予防教室の様子

�　

�　

町
の
旧
庁
舎
は
、

築
46
年
が
経
過
し

て
お
り
、
耐
震
構
造
に
は

な
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
耐
震
診
断
は
さ
れ

て
い
ま
す
か
。
も
し
、
さ

れ
て
い
る
の
な
ら
、
そ
の

結
果
は
ど
う
で
す
か
。
地

震
が
発
生
し
た
と
き
に
、

損
壊
し
た
庁
舎
で
は
、
事

務
的
な
機
能
が
麻
痺
し
て

い
て
は
、
町
民
が
戸
惑
い

ま
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
ど
う
お
考
え
か
町
長
に

尋
ね
し
ま
す
。

�　
　

�

役
場
庁
舎
の
耐
震

診
断
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
旧
庁
舎
は
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
も
の
と
考
え
ま
す
。

役
場
庁
舎
が
被
災
し
、

使
用
不
能
の
と
き
は
、
１

番
目
に
ハ
ー
ト
ピ
ア
安
八
、

２
番
目
に
中
央
公
民
館
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し

ま
す
。

罹
災
証
明
な
ど
の
事
務

手
続
き
の
継
続
は
、
専
用

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

を
使
用
し
て
、
被
災
し
て

い
な
い
パ
ソ
コ
ン
を
使
用

で
き
る
と
い
う
融
通
性
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
重
要
な
デ
ー
タ
の
記

録
装
置
は
、
役
場
内
に
置

く
こ
と
な
く
、
事
業
者
が

専
用
の
施
設
で
管
理
し
て
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
庁
舎
の
耐
震
診

断
を
行
い
、
診
断
結
果
を

踏
ま
え
た
防
災
対
策
の
見

直
し
を
進
め
ま
す
。

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

庁
舎
の
耐
震
診
断
は
？

今
後
、
庁
舎
の
耐
震
診
断

を
行
い
ま
す

［
町
長
］
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A N P A C H I

町 政 を  問 う
ここが聞きたい

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

仮
称
「
安
八
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
の
利
用
・
活

用
は
？

次
世
代
を
支
え
る
産
業
の
集

積
や
産
業
観
光
の
開
発
に
取

り
組
み
ま
す

［
企
画
調
整
課
長
］

(仮称)安八ＳＩＣ建設工事現場付近

活
性
化
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

今
後
は
、「
安
八
ス
マ
ー

ト
IC
」
を
有
効
活
用
す
る

た
め
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
意
見
を
求
め
、
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。
近
隣
市
町
に
お
い
て

は
、
企
業
誘
致
条
件
の
良

い
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で

す
。
万
全
の
対
策
を
用
い

て
、
積
極
的
な
利
用
方
法

を
進
め
、
近
隣
市
町
に
負

け
な
い
活
動
を
強
く
望
み

ま
す
。
現
在
の
状
況
を
聞

か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

��

S
Ｉ
C
の
完
成
は
、

町
の
活
性
化
・
災

害
対
策
に
幅
広
い
活
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
企
業
誘

致
を
は
じ
め
、
多
く
の

人
々
が
往
来
す
る
場
の
創

造
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
視

野
に
雇
用
の
創
出
を
図
り
、

次
世
代
を
支
え
る
産
業
の

集
積
や
、
企
業
と
連
携
し

た
産
業
観
光
の
開
発
に
取

り
組
み
ま
す
。

今
後
は
、
地
域
の
皆
様
、

各
界
代
表
者
で
委
員
会
を

設
置
し
て
、
幅
広
い
意
見
、

助
言
を
い
た
だ
き
進
め
ま

す
。

回
答

�　
　

永
年
の
懸
案
事
項

で
あ
り
ま
し
た
夢

の
架
け
橋
、
仮
称
「
安
八

ス
マ
ー
ト
IC
」
の
建
設
も

関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、

５
月
20
日
に
は
安
全
祈
願

式
典
が
施
行
さ
れ
、
今
後

は
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進

ん
で
い
く
も
の
と
思
い
ま

す
。こ

の
「
安
八
ス
マ
ー
ト

IC
」に
は
、交
通
ラ
ッ
シ
ュ

の
緩
和
、
緊
急
時
の
物
身

両
面
の
搬
送
、
ま
た
地
域

質
問

碓
うすい

井昭
あき お

夫

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

児
童
・
学
童
の

　
　
　
　

熱
中
症
対
策
は
？

教
職
員
に
対
し
健
康
観
察
、

　
　

管
理
の
徹
底
を
行
い
ま
す

［
学
校
教
育
課
長
］

�　
　

�

気
象
庁
か
ら
、
関

東
以
北
に
高
温
に

関
す
る
「
異
常
天
候
早
期

警
戒
情
報
」
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
一
日
の
大
半
を

学
校
で
過
ご
す
児
童
に
と

っ
て
、
熱
中
症
対
策
は
不

可
欠
で
す
。
子
ど
も
達
は

環
境
条
件
と
体
調
の
変
化

に
よ
り
、
７
月
～
８
月
に

多
い
と
さ
れ
ま
す
が
、
梅

雨
の
晴
れ
間
や
温
度
差
が

大
き
い
こ
の
時
期
は
条
件

的
に
同
じ
で
す
。

学
校
で
は
ハ
ー
ド
な
運

動
を
控
え
る
な
ど
の
対
策

が
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
他
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
さ
れ
て
い
る
の
か

聞
か
し
て
く
だ
さ
い
。

�　
　

�

文
科
省
・
県
教
委

の
示
達
が
定
期
的

に
き
て
お
り
、
町
校
長
研

修
会
で
も
熱
中
症
対
策
に

十
分
配
慮
す
る
指
示
を
し

て
い
ま
す
。

危
険
度
の
高
い
体
育
授

業
時
は
、
十
分
な
水
分
補

給
と
運
動
量
に
よ
り
休

憩
・
給
水
の
実
施
、
帽
子

の
着
用
等
を
、
屋
内
で
は
、

通
気
性
の
確
保
、
危
険
度

の
把
握
を
、
設
備
的
に
は
、

扇
風
機
の
設
置
・
空
調
設

備
の
有
効
活
用
、
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
、
ミ
ス
ト
シ

ャ
ワ
ー
を
、
ま
た
「
保
健

だ
よ
り
」
で
児
童
、
家
庭

へ
の
指
導
と
啓
発
を
、
教

職
員
に
は
児
童
の
健
康
観

察
、
管
理
の
徹
底
・
緊
急

時
の
措
置
や
対
処
方
法
等

も
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問

回
答
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ここが聞きたい
A N P A C H I

一 般 質 問

　
　

���

消
防
団
組
織
の
抜

本
的
な
見
直
し
は
、

28
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
未
だ
に
結
論
が
出
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
間
に
、

「
ラ
ッ
パ
隊
」
な
ど
で
の

会
計
上
の
不
祥
事
や
、
団

の
活
動
方
針
に
対
す
る
考

え
方
の
相
違
に
よ
る
幹
部

候
補
者
の
退
団
問
題
な
ど

消
防
団
組
織
を
根
底
か
ら

ゆ
る
が
す
事
件
が
相
次
い

で
起
き
ま
し
た
。
そ
の
都

度
的
確
な
対
応
が
な
さ
れ

て
い
れ
ば
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ

た
こ
と
に
対
し
て
、
町
長

は
ど
う
感
じ
て
お
ら
れ
ま

す
か
。
今
後
こ
の
よ
う
な

事
態
に
備
え
て
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
か
。

  　
　

�

消
防
団
の
一
連
の

不
祥
事
に
対
し
、
管

理
、
指
導
が
行
き
届
か
な

か
っ
た
こ
と
の
責
任
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。
会
計
問

題
は
、
早
急
に
会
計
処
理

基
準
を
作
成
し
、
消
防
団

に
徹
底
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

新
設
し
た
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
は
、
適
切
な
助
言
・

提
言
を
受
け
な
が
ら
、
地

域
防
災
の
要
（
か
な
め
）

と
な
り
得
る
消
防
団
を
作

り
ま
す
。　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

��（
町
長
）

　
　

���

消
防
団
の
在
り
方

検
討
会
の
結
論
は

い
つ
出
ま
す
か
。
見
直

し
時
期
は
い
つ
な
の
で

す
か
。
ま
た
、
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
は
何
を
す

る
の
で
す
か
、
消
防
団

の
在
り
方
検
討
会
と
ど

の
よ
う
に
関
わ
る
の
で

す
か
。
ま
た
、 

町
に
お
け

る
自
主
防
災
組
織
の
実

態
は
ど
う
で
す
か
。

��　
　

�

在
り
方
検
討
会
の

結
論
を
早
急
に
出

し
、
９
月
議
会
に
必
要

な
条
例
改
正
案
を
上
程

し
、
各
地
区
と
の
調
整

を
図
り
、
新
体
制
を
29

年
４
月
１
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
、
災
害
に
対
す
る
備
え
、

避
難
・
応
急
対
応
、
消
防

団
の
育
成
等
に
専
門
的
な

助
言
・
提
言
を
受
け
る
た

め
の
も
の
で
、
消
防
の
在

り
方
検
討
会
の
委
員
と
し

て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
整
備

は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
当
面
は
、
多

く
の
地
区
で
防
災
訓
練
や

防
災
備
品
の
充
実
が
図
ら

れ
る
よ
う
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
活
用
し
て
区
長
さ

ん
方
と
連
携
を
密
に
し
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
（
総
務
課
長
）

　
　

����

消
防
団
組
織
の
見

直
し
は
、
９
月
議

会
ま
で
に
関
係
者
、
関

係
機
関
と
十
分
な
調
整

を
図
り
、
29
年
４
月
１

日
ス
タ
ー
ト
と
理
解
し

ま
す
。

　

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
設
置
は
時
宜
を
得
た

も
の
、
適
正
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

今
ま
で
以
上
に
消
防

団
に
対
す
る
監
査
・
監

督
を
厳
し
く
す
る
こ
と
、

組
織
を
見
直
す
こ
と
に

よ
っ
て
消
防
団
に
係
る

一
連
の
問
題
を
解
決
し

て
ほ
し
い
。 

質
問

回
答

質
問

回
答

意
見

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

町
の
防
災
対
策
は

  　
　
　
　

万
全
で
す
か

消
防
団
の
会
計
は

　

処
理
基
準
を
作
っ
て

　
　
　
　

徹
底
さ
せ
ま
す 

［
町
長
］

[

総
務
課
長
］

平成２８年消防出初式で行われた一斉放水の様子

小
おがわ

川文
ふみ お

雄

消
防
団
組
織
の
見
直
し
は

   

29
年
度
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

回
答

A N S W E R
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ここが聞きたい～ 議会報告会の質疑応答 ～   その１

　５月１１日～１３日までの３日間、議会報告会で参加者の皆さんからい
ただいた質問・意見等を３回にわたり掲載します。
　なお、紙面の都合上要約しています。

Ｑ．今回、九州地方で地震がありましたが、もし、安八町でそういう地震が起きないと
　いう保証はどこにもありません。災害に対する見直しが必要であると思いますが、議
　会としてはどのように捉えていますか。
Ａ．安八町は、９.１２災害（昭和５１年）を経験しています。毎年、訓練項目を見直
　しながら、災害訓練を各校下ごとで実施しています。今年度は、ＡＥＤの設置や消防
　ポンプ自動車１台更新、災害用の消防資機材等を整備していきます。

Ｑ．議員が一般質問で再質問するとき、議員の自席からでは何を言っているのか、傍聴
　席から全く聞こえません。何らかの改善を図ってもらいたい。
Ａ．自席から再質問する場合、マイク等がないので、今後ワイヤレスマイクを用意する
　とか、何らかの対策が必要ではないかを議会改革特別委員会で検討します。
　※６月１３日に行われた議会改革特別委員会で協議した結果、２１日の一般質問の再
　　質問から、自席からワイヤレスマイクを使用できるよう対応しました。

Ｑ．安八町議会においては、政務活動費の支給はないと説明がありましたが、議員の方
　は政務活動を行っていないのですか。その費用は、議員報酬から支出されているので
　すか。
Ａ．政務活動は行っていますが、政務活動費の支給はありません。政務活動で必要な経
　費は、議員報酬の中から支出しています。

Ｑ．保育園の統合に関して、３月議会での一般質問で「認定こども園」の質疑がありま
　した。「認定こども園」への移行で、すぐにでも移行可能な園として、中央保育園・
　結保育園であるとされていますが、残りの４つの保育園の中でも、牧保育園の人数が
　若干少ないと思いますが、牧保育園を統合するのではなく、是非とも存続をお願いし
　ます。
Ａ．この場での回答は控えさせていただきます。
　※町の方針は、『「認定こども園」の導入の可否も含めて、議会と協議しながら、住民
　　説明会を開催し、平成２８年度中に方向性を出します。』となっています。
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あ
ん

ぱ
ち

 議
会

だ
よ

り
　

発
行

責
任

者
：

議
長

　
岩

田
讓

治
　

編
集

：
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
　

〒
503-0198 岐

阜
県

安
八

郡
安

八
町

氷
取

161

「
あ

ん
ぱ

ち
 議

会
だ

よ
り

」
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

本
誌

に
個

人
の

顔
写

真
・

氏
名

な
ど

を
掲

載
す

る
場

合
に

は
あ

ら
か

じ
め

本
人

ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
了

解
を

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。

議会に関するご意見ご要望が
ございましたら、議会事務局
までご一報ください。

TEL

0584-64-5011FAX

E-mailでも受け付けています。

gikai@town.anpachi.gifu.jp

議会の傍聴にお越しください。
次回の議会定例会は、9月です。
日程は、安八町広報紙、広報無
線でお知らせします。

紙面の構成上、全議論等を掲
載できませんので、抜粋して
います。

議 会 事 務 局 直 通
0584-64-4931

福井県大野市議会から
行政視察がありました

５月２４日、福井県大野市議会の「創
生おおの」会派の議員７名の方々が、
安八町における企業誘致戦略につい
ての行政視察がありました。

66
2016
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表紙の題字「あんぱち」は

登龍中学校２年 棚
た な は し

橋 美
み つ き

月 さん
の作品です

～議会報告会を開催しました～
　　　お忙しいところ

　　　　ご参加いただきありがとうございました

５月１１日 ハートピア安八

５月１２日 結の郷

５月１３日 ふれあいセンター

　５月１１日～１３日までの３日間、議会報告会を開催しました。

　議会報告会は、町行政の実態と諸問題を町民の皆さんにお知らせ

することや、町民の方の意見を把握することを目的として行ってい

ます。３会場合わせて１０８人の方々の参加をいただき、議会のあ

らましと新年度予算の概要を説明した後で、参加者の皆さんからの

貴重な意見等をいただきました。（質疑応答は１１ページに掲載）

　報告会の会場では、町に対して伝える事項と議会改革の参考にす

べき事項に整理して、今後の取り組みに生かしていきたいと考えます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安八町議会議員一同

2016.8.1あんぱち議会だより　第66号 12


